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	「学びのユニバーサルデザイン(UDL)」ガイドライン 
	UDLのゴールは、学習者エージェンシー(学習者による学びの舵取り)であり、 学習者が、目的と内省力をもち、効果的にリソースを活用し、戦略的に行動できることである 
	取り組み
	興味やアイデンティティを大切にする
	努力や粘り強さを維持する
	情緒的能力

	提示（理解）
	知覚する
	言語と記号
	知識を構築する

	行動と表現
	やりとり
	表現とコミュニケーション
	方略を開発する






